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さらに種々の分析装置によってその構造の同定を行った。1 は、ピペラジン鎖を 2 は、N-










た。この結果非環状の 3 は、エンタルピー支配で DNA 二重らせんに結合するが、環状の
1,2はエントロピー支配で結合することが明らかとなった。四本鎖 DNAに強く結合するも
のも二本鎖 DNA に対してもビスインターカレートによって結合することが明らかとなっ
た。リンカー長の短い 2は、二本鎖 DNAに結合するものの四本鎖 DNAに従来にない特異
性をもって強く結合することを明らかにした。 
第４章では、第３章での結果を踏まえ、種々の四本鎖 DNAに対して 1,2との相互作用を
上記の手法に加え、テロメア DNA に結合する酵素テロメラーゼの阻害能も TRAP アッセ
イによって調べた。その結果、環状ナフタレンジイミド 2 は、二本鎖 DNA に比べ四本鎖
DNAに対して高い選択性を有することが明らかとなった。テロメア DNA配列を有するモ
デル DNAである a-coreにおいては 270倍であった。この選択性は、これまで知られてい











最終試験として平成 27年 7月 30日に論文提出者による学位論文公聴会を実施した。提出
者により上記論文内容について、章立ての順どおりの説明がなされた。これに対し、論文
調査委員から(1)開発したナフタレンジイミドと DNA との相互作用様式の詳細について、
(2)従来法に比べた優位性について、(3)4 本鎖 DNA 構造に依存した結合能の違いに関して
質問がなされたが、いずれも提出者による的確な説明により質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
